
令和７年１月30日

計画の名称

計画策定主体

対象市町村

計画期間

定量的指標

(早川石橋2期地区)

農作業に係る交通の利便性の向上によるほ場への通作時間の短縮（７分→５分）

対象事業
及び
関連事業

全体事業費 （対象事業）　355,000千円

農山漁村地域整備計画評価調書

計
画
の
概
要

神奈川県農山漁村地域整備計画その４　（農業農村整備関係）

神奈川県

小田原市

令和７年度～令和１１年度（５年間）

計画の目標
【県西地域】
　道路網整備の立ち遅れがネックとなり、産地の維持・強化が困難となっているこ
とから、農道を整備し農産物の流通の合理化及び農業経営の安定化、農業生産の維
持及び地域活力の回復を図る。

（対象事業）
農村整備（農道整備事業（基幹農道整備事業））



項　目 評　価　細　目 評価 説明欄

1 地域の課題に適切に対応する目標
となっているか

○

　農道整備により、農産物の流通経
路の合理化と安全性を確保すること
による農業経営の安定及び流通経路
の安全を確保することを目標として
おり、地域の抱える課題に対応した
目標となっている。

2 関連する計画との整合性が図られ
ているか

○
  市の農業振興地域整備計画や個別
地区毎の事業計画の内容と整合して
いる

1 整備計画の目標と定量的指標の整
合性がとれているか

○
　農道整備により、安定的な農業経
営が実現する農地面積を評価指標と
しており、整合はとれている。

2 事後評価ができる適切な指標と
なっているか

○

　事業完了時に農業生産基盤整備に
より農地が維持保全され農業経営が
行われているか確認できる。
　また、事業完了時に、営農条件の
改善によって農地が良好な状態で肥
培管理され、耕作放棄地の発生が抑
制されているか確認できる。

3 構成事業の実施による効果を評価
するための指標として適切なものと
なっているか

○
　構成事業の実施により発現する効
果が反映される指標であり適切なも
のとなっている。

1 円滑な事業執行の環境が整ってい
るか

○
　地元の事業推進体制が整えられて
おり、円滑な事業実施が可能となっ
ている。

2 地元の機運が醸成されているか ○
　地元からの早期対策の実施を要望
されており地元の機運は醸成されて
いる。

評価結果
評価　Ⅰ　事業実施
評価　Ⅱ　計画の見直し

評価Ⅰ

評
　
価

目標の妥当性

整備計画の効
果・効率性

整備計画の実現
可能性


